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　　　フランス法におけるbonne　foiの研究
一ローマ法のbona　fidesとの関係について一
上　井　長　久
　フランス法におけるbonne　foiは，民法その他の実
定法の諸分野で法的取引における魂（ame　du　com一
merce　juridlque）としての公平（6quit6）または正義
（justice）の観念に基礎を置き，法の究極的目的
（finalit6　de　droit）を満たす一般的原理（principes
g6n6raux）ζして認められているが，必ずしも明ら
かな概念ではない。bonne　foiは，そもそも心理的状
態であるが，種々の心理的現象として現れ，法律上に
おいても多様な条件の下に広く用いられているがゆえ
に，その抽象化の結果においても種々の概念構成の生
じる可能性がある。しかも，実際上においても，それ
は法的偏見の枠の外で，いわゆる自然的現象として新
たに生起しうる可能性があるからである。従来から一
般的にはbonne　foiは，次のような二元的な基本原理
として捉えられている。すなわち一面では，それは信
頼（confiance）が支配する契約等の法律行為におい
て要請される誠実（loyaut6）という意味であり，こ
れはドイツ法上の信義誠実（Treu　und　Glauben）の
原則に相当する。他面では，それは過ちではあるが許
される信用（croyance）という意味においてであり，
ドイツ法上の善意（guter　Glaube）の原則である。こ
の他に，bonne　foiを詐欺（do1）ないし欺岡
（fraude）のアソチテーゼとして別に置く三元的構成
などがある（cf．　Jhering，　Esprit　du　droit，　trad．　de
Meulenaere，　t．皿，1877，　p，174：F．　Gorphe，　Le　prin・
cipe　de　la　bonne　foi，　th6se，1928，　p．10；Bonne　foi，
R6p．　de　dr．　civ．，　t．1，p．487：R．　Vouin，　La　bonne　foi，
th6se，1939，　p．32．　et　c．）o
　元々，bonne　foiはローマ法上のbona　fidesに根ざ
すものである。bona　fidesは，ローマ法上，第一に
は，占有や不法領得において不知（ignorantia）また
は過誤（error）を意味したし（Ulpianus，、D．41．3．
27），第二には，前述の三元説と同様に，詐欺ないし
欺岡と対立させ（Paulus，　D．17．　2．3．3），第三には，
合意における当事老間の法的関係をaequitas（公平）
またはprobitas（誠実，　probit6）に維持するための
最良の方法として（cf．　Cic6ron，　Des　Officiis，皿，17：
Gaius，　L．5，　D．，47，7．　et　c．）合意の形式主義（for－
malisme）に対置し，それを補うものとしての役割を
担い，特定の形式に限定された合意の厳格な遵守に基
づく厳格法上の訴権ないし契約に対して，意思の尊
重，精神的ないし道徳的な誠実や信頼に基づく誠実訴
権ないし契約を創設させるに至った（Gorphe，　op．
cit．，　p．10：Vouin，　op．　cit．，　p．29）。
　このbona　fidesは，古代には知られない概念であ
り，キリスト信仰（christianisme）とともに，その
宗教的，道徳的観念から浸透したものであると解せら
一38一
れる。fidesは，教会法上，仮想婚姻（lnariage　puta－
tif）などにおいて信用（croyance）の意味として受
け止められていたと解せられる（cf．　Gorphe。　op．　cit．，
P．11）。
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